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行
政
区
域
を
超
え
た

地
下
水
保
全
対
策

熊
本
地
域
お
よ
そ
１
０
０
万
人
の
生

活
を
支
え
、
ま
た
農
業
や
工
業
用
水
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
き
た
地
下
水
。
し

か
し
、
地
下
水
位
の
低
下
や
質
の
悪
化

な
ど
、
持
続
可
能
な
水
利
用
へ
の
不
安

が
高
ま
っ
て
い
る
。

熊
本
地
域
で
は
、
地
下
水
位
の
低
下

を
な
ん
と
か
防
ぎ
、
豊
か
な
水
資
源
を

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
残
そ
う
と
、
行

政
、
企
業
、
11
市
町
村
の
住
民
が
一
体

と
な
っ
た
地
下
水
保
全
事
業
が
進
ん
で

い
る
。
現
在
そ
の
中
枢
を
担
う
の
が
、

「
公
益
財
団
法
人 

く
ま
も
と
地
下
水
財

団
」（
以
下
、
地
下
水
財
団
）
だ
。
地
下
水
財

団
で
は
、
地
下
水
環
境
や
地
下
水
質
の

調
査
研
究
・
保
全
対
策
を
は
じ
め
、
地

下
水
涵か
ん
よ
う養

推
進
事
業
、
地
下
水
保
全
に

関
す
る
意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動

な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
行
政
区
域
や

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
に
あ
る
関
係
団
体
・

企
業
の
調
整
も
行
な
う
。

地
下
水
財
団
が
発
足
し
た
の
は
２
０

１
２
年
（
平
成
24
）。
そ
れ
ま
で
は
行
政

主
体
の
「
財
団
法
人
熊
本
地
下
水
基

金
」「
熊
本
地
域
地
下
水
保
全
対
策
会

議
」、
企
業
主
体
の
「
熊
本
地
域
地
下

水
保
全
活
用
協
議
会
」
と
い
う
３
つ
の

組
織
（
注
２
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
熊

本
地
域
の
地
下
水
保
全
活
動
を
行
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
よ
り
広
域
的
か
つ

豊
か
な
地
下
水
を
子
ど
も
た
ち
に

　
　
　
　
未
来
の
た
め
に
枠
を
超
え
た
連
携

熊
本
地
域
11
市
町
村
、
約
１
０
０
万
人
の
生
活
を
支
え
て
き
た
の
は
地
下

水
だ
。
と
こ
ろ
が
、
地
下
水
位
の
低
下
や
地
下
水
の
質
に
ま
つ
わ
る
課
題

が
生
じ
て
い
る
。
地
下
水
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

涵
養
域（
注
１
）で
あ
る
白
川
中
流
域
で
の
対
策
が
不
可
欠
だ
。
行
政
区
域
の

枠
に
し
ば
ら
れ
ず
、
ま
た
利
害
関
係
も
乗
り
越
え
て
進
め
ら
れ
て
い
る
地

下
水
保
全
の
農
業
分
野
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

（注1）涵養域
田畑や森林など水が浸透しやすい土地の
ことを「涵養域」、宅地や市街地など水が
浸透しにくい土地を「非涵養域」という。

米の作付面積の減少や都市化・産業化による建物・
宅地などの増加により地下水の涵養域は狭まっている
※国土交通省 国土数値情報 土地利用細分メッシュデータをもとに
　（公財）くまもと地下水財団が作成

提供：（公財）くまもと地下水財団

■減少する地下水涵養域

1976年（昭和51）

2006年（平成18）

2016年（平成28）

■涵養域（田、畑、森林など）

■非涵養域（建物など）

白川中流域（大津町、菊陽町）の水田は通常の
5倍～10倍も水が浸透するため、ここでの地下
水涵養がきわめて重要になる
提供：（公財）くまもと地下水財団

■熊本地域の地質イメージ

【他団体との連携】

豊かな地下水を子どもたちに
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効
率
的
に
事
業
を
進
め
る
た
め
、
既
存

の
３
組
織
を
統
合
し
て
地
下
水
財
団
を

設
立
し
た
。
地
下
水
財
団
の
事
務
局
長
、

勝か
つ

谷や

仁き
み

雄お

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
た
ち
の
組
織
は
、
一
つ
の
地
下
水

盆
（
帯
水
層
）
を
共
有
す
る
熊
本
地
域
11

市
町
村
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
る
財
団

で
す
。
一
つ
の
自
治
体
だ
け
で
は
な
か

な
か
取
り
組
み
が
で
き
な
い
政
策
も
、

行
政
区
域
を
超
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
柔
軟
に
対
応

で
き
る
の
が
大
き
な
強
み
で
す
」

調
査
デ
ー
タ
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と

地
下
水
の
現
状
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
研
究
は
、「
見
え

る
化
」
を
図
る
意
味
で
も
非
常
に
重
要

だ
と
勝
谷
さ
ん
は
考
え
る
。
同
財
団
で

は
、
２
０
２
０
年
度
（
令
和
２
）
分
だ
け

で
も
観か
ん
そ
く
せ
い

測
井
（
注
３
）
や
水
源
の
井
戸
な

ど
１
８
７
カ
所
の
水
位
デ
ー
タ
、
２
２

７
カ
所
の
水
質
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
管

理
す
る
。
長
年
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
は

熊
本
地
震
の
際
に
も
活
用
さ
れ
た
。

「
熊
本
県
や
各
市
町
村
、
水
道
事
業
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
井
戸
の
調
査
を
さ
れ

ま
す
が
、
う
ち
が
集
約
し
て
全
体
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今
後
の
見
通
し

を
立
て
る
こ
と
も
可
能
で
す
し
、
住
民

（注3）観測井
地層の収縮量や帯水層の地下水位
を観測するために設けられた井戸。

（注2）３つの組織
「熊本地域地下水保全対策会議」は1986年（昭和61）、「財団
法人熊本地下水基金」は1991年（平成3）、「熊本地域地下水
保全活用協議会」は1995年（平成7）にそれぞれ設立した。

1

2

34

■水田湛水面積および地下水涵養量の推移実績■湛水期間と助成金額 (10ａ当たり単価）
改正後の助成金額

改正前の助成金額

※2016年度（平成28）実績は、2016年4月に発生した熊本地震による水路等施設の被害、
　6月豪雨災害による事業中断、中止により大幅に減少した　提供：熊本市

1カ月
(25日以上の湛水） 11,000円

2カ月
(55日以上の湛水） 16,500円

3カ月
(85日以上の湛水） 22,000円
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湛水期間 助成金額  

15日以上25日未満 8,250円

25日以上40日未満 11,000円

40日以上55日未満 13,750円

55日以上70日未満 16,500円

70日以上85日未満 19,250円

85日以上100日未満 22,000円

100日以上115日未満 24,750円

115日以上120日以上 27,500円

提供：おおきく土地改良区

湛水期間 助成金額  

2004 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

地下水涵養量（万㎥）

地下水涵養量

涵養延べ面積（ha・月）

涵養延べ面積

水の文化 70号　特集　みんなでつなぐ水　火の国 水の国 熊本
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の
方
へ
の
啓
発
を
行
な
う
際
に
も
、
デ

ー
タ
の
裏
づ
け
が
あ
れ
ば
地
下
水
保
全

の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
や
す

い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
デ
ー
タ
収

集
・
管
理
を
行
な
う
地
下
水
財
団
の
古

閑
仁
美
さ
ん
だ
。

地
下
水
財
団
設
立
以
前
か
ら
も
熊
本

地
域
で
は
地
下
水
に
関
す
る
調
査
研
究

が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
調
査
研
究
に
よ

っ
て
「
見
え
る
化
」
が
で
き
た
こ
と
で
、

地
下
水
涵
養
推
進
事
業
の
一
環
で
あ
る

水
田
湛た
ん
す
い水

事
業
に
も
結
び
つ
い
た
。

地
下
水
流
動
域
の
上
部
に
あ
た
る
大

津
町
や
菊
陽
町
な
ど
白
川
中
流
域
の
水

田
は
涵
養
効
果
が
非
常
に
高
く
、
熊
本

地
域
の
重
要
な
涵
養
域
で
あ
る
こ
と
が

調
査
で
わ
か
っ
て
い
た
。
一
日
で
10
～

20
㎝
も
水
が
染
み
込
む
こ
と
か
ら
「
ザ

ル
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
他

の
地
域
の
約
５
～
10
倍
の
涵
養
能
力
だ

そ
う
だ
。
熊
本
地
域
で
は
全
涵
養
量
の

約
３
分
の
１
を
水
田
が
担
っ
て
い
る
が
、

人
口
増
に
伴
い
地
下
水
の
使
用
量
が
増

え
、
ま
た
減
反
政
策
に
よ
っ
て
稲
作
か

ら
畑
作
へ
切
り
替
え
る
農
家
が
増
え
た

こ
と
で
水
田
の
面
積
が
減
っ
て
い
く
。

涵
養
域
に
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
の
企

業
も
進
出
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
白
川
中
流
域
の
水
田

に
農
閑
期
に
も
水
を
張
る
こ
と
で
、
高

い
涵
養
効
果
が
見
込
め
る
の
で
は
な
い

か
と
の
見
通
し
が
立
っ
た
。

水
田
湛
水
事
業
が

地
下
水
保
全
の
柱

２
０
０
１
年
（
平
成
13
）、
半
導
体
の

開
発
・
製
造
工
場
が
菊
陽
町
に
進
出
し

た
。
同
工
場
は
、
半
導
体
製
造
過
程
で

の
地
下
水
へ
の
影
響
に
対
す
る
地
元
環

境
団
体
か
ら
の
質
問
状
に

応
え
る
形
で
、
２
０
０
３

年
（
平
成
15
）
に
地
下
水
涵

養
の
実
験
的
な
取
り
組
み

を
開
始
す
る
。

具
体
的
に
は
、
作
物
の

植
え
付
け
前
か
後
の
夏
場

に
白
川
の
水
を
引
き
込
ん

で
転
作
田
に
水
を
張
り
、

工
場
が
使
っ
た
地
下
水
を

還
元
す
る
と
い
う
も
の
。

協
力
農
家
に
は
、
湛
水
期

間
に
応
じ
た
助
成
金
が
支

払
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
地

下
水
涵
養
へ
の
取
り
組
み

に
、
熊
本
市
や
大
津
町
、

菊
陽
町
、
Ｊ
Ａ
菊
池
、
お

お
き
く
土
地
改
良
区
な
ど
が
連
携
す
る

形
で
、
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
「
白
川

中
流
域
水
田
活
用
推
進
協
議
会
」
が
発

足
。
熊
本
地
域
に
お
け
る
「
白
川
中
流

域
水
田
湛
水
事
業
」
と
し
て
正
式
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。

1公益財団法人 くまもと地下水財団事務
局長の勝谷仁雄さん 2データ収集・管理
を担当するくまもと地下水財団主査、古閑
仁美さん 3くまもと地下水財団事業課長
の村惠章広さん 4水張りされた白川中流
域（大津町、菊陽町）の水田 提供：おおきく
土地改良区 5おおきく土地改良区の前事
務局長である大田黒輝幸さん 6大田黒さ
んの跡を継いだ事務局長の冨田典男さん

5

6

湛水後に作付け
されたニンジン畑

豊かな地下水を子どもたちに
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「
地
下
水
保
全
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
大
手
企
業
が
進
出
し

て
き
ま
し
た
。
同
社
の
菊
陽
町
へ
の
進

出
が
湛
水
事
業
へ
の
大
き
な
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
で
す
」
と
振
り
返
る
の
は
、

白
川
中
流
域
８
地
区
の
用
水
路
管
理
、

協
力
農
家
と
の
調
整
役
な
ど
を
担
う
、

お
お
き
く
土
地
改
良
区
（
注
４
）
の
前
事

務
局
長
、
大
田
黒
輝
幸
さ
ん
だ
。

「
今
で
は
先
述
の
大
手
企
業
の
ほ
か
、

地
元
企
業
４
社
も
湛
水
事
業
に
参
画
し

て
い
ま
す
」
と
現
事
務
局
長
の
冨
田
典

男
さ
ん
も
話
す
。

白
川
中
流
域
水
田
湛
水
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
た
２
０
０
４
年
～
２
０
２
０
年

（
令
和
２
）
ま
で
の
17
年
間
で
、
協
力
農

家
数
は
年
平
均
４
０
０
件
、
推
定
涵
養

量
は
年
間
平
均
１
万
４
０
０
０
㎥
に
も

な
る
。
同
事
業
は
、
地
下
水
位
の
低
下

に
歯
止
め
を
か
け
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
か
ら
は
よ
り
多

く
の
農
家
が
協
力
し
や
す
い
よ
う
、
お

お
き
く
土
地
改
良
区
が
熊
本
市
に
働
き

か
け
、
湛
水
期
間
の
改
定
を
行
な
っ
た
。

以
前
は
最
低
１
カ
月
間
の
湛
水
で
助
成

金
が
支
払
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
最
低

15
日
間
の
湛
水
で
も
助
成
金
を
支
払
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
２
０
年
度
は

歴
代
２
位
の
涵
養
量
だ
っ
た
そ
う
だ
。

大
田
黒
さ
ん
は
言
う
。

「
水
田
湛
水
は
連
作
障
害
や
害
虫
駆
除

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
農
家
か
ら
は

『
営
農
の
た
め
に
協
力
す
る
』『
地
下
水

保
全
に
貢
献
し
た
い
』
と
い
う
声
が
非

常
に
多
く
あ
り
が
た
い
で
す
。
今
後
も

続
け
る
必
要
の
あ
る
取
り
組
み
で
す
」

地
下
水
財
団
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た

地
下
水
涵
養
推
進
事
業
や
住
民
へ
の
啓

発
活
動
な
ど
が
功
を
奏
し
、
地
下
水
位

は
現
在
下
げ
止
ま
り
の
状
態
を
維
持
し

て
い
る
。

水
質
改
善
の
た
め
の

Ｊ
Ａ
菊
池
の
取
り
組
み

地
下
水
の
量
に
改
善
の
兆
し
が
見
ら

れ
る
一
方
、「
質
」
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
ご
ろ

か
ら
、
汚
染
物
質
で
あ
る
硝し
ょ
う
さ
ん
た
い
ち
っ
そ

酸
態
窒
素

（
注
５
）
が
地
下
水
か
ら
検
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

原
因
は
主
に
３
つ
。
農
業
に
お
け
る

過
剰
施
肥
、
生
活
排
水
、
家
畜
排
泄
物

の
不
適
切
な
処
理
に
よ
る
も
の
だ
と
い

う
。
地
下
水
の
質
は
目
に
見
え
な
い
分
、

な
か
な
か
住
民
の
理
解
や
協
力
が
得
に

く
い
の
が
現
状
だ
。

地
下
水
財
団
の
村む
ら

惠え

章
広
さ
ん
は
、

「
ま
だ
基
準
値
こ
そ
超
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
質
の
改
善
は
長
い
ス
パ
ン
で
考
え

る
必
要
が
あ
り
、
早
め
に
手
を
打
つ
こ

と
が
肝
心
で
す
」
と
話
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
菊
池
市
、

合
志
市
、
大
津
町
、
菊
陽
町
の
２
市
２

町
を
管
内
と
す
る
Ｊ
Ａ
菊
池
は
、
い
ち

早
く
２
０
０
５
年
に
家
畜
排
せ
つ
物
の

堆
肥
化
を
行
な
う
「
有
機
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
立
ち
上
げ
た
。

１
９
８
９
年
（
平
成
元
）
に
８
つ
の
市

町
村
の
各
農
協
が
合
併
し
て
発
足
し
た

Ｊ
Ａ
菊
池
は
、
特
産
品
の
売
り
上
げ
の

約
80
％
を
畜
産
部
門
が
支
え
る
畜
産
中

心
の
Ｊ
Ａ
だ
。
有
機
支
援
セ
ン
タ
ー
が

で
き
た
経
緯
を
、
Ｊ
Ａ
菊
池
畜
産
部
畜

産
企
画
課
係
長
の
藤
井
祥
太
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
話
す
。

「
熊
本
は
火
の
国
で
あ
り
水
の
国
で
も

あ
り
ま
す
。
菊
池
地
域
で
地
下
水
の
涵

養
能
力
が
高
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
畜
産
が
盛
ん
な
当
Ｊ
Ａ
こ

そ
し
っ
か
り
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
と

    

（注5）硝酸態窒素
肥料、家畜のふん尿や生活排水に含まれるアンモニウム
が酸化したもので、作物に吸収されなかった窒素分は土
壌から溶け出して地下浸透し、地下水汚染の原因となる。

（注4）土地改良区
農地の耕作者や所有者などを組合員とする法人。生産
性の向上を図る土地改良事業を実施したり、事業でつく
られた用水施設、排水施設の維持管理などを行なう。

JA菊池畜産部畜産企画課課長の平山大剛さん（右）と、同係長の
藤井祥太さん（左）
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考
え
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
２
０
０

４
年
（
平
成
16
）
に
『
家
畜
排
せ
つ
物
法

（
注
６
）』
が
本
格
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、

基
準
を
満
た
す
畜
産
農
家
は
堆
肥
舎
を

設
け
て
各
自
で
ふ
ん
尿
処
理
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
莫

大
な
投
資
が
必
要
な
の
で
、
そ
れ
が
難

し
い
農
家
に
関
し
て
は
当
Ｊ
Ａ
が
ふ
ん

尿
を
受
け
入
れ
て
堆
肥
化
し
、
販
売
す

る
と
い
う
農
家
を
支
援
す
る
意
味
で
立

ち
上
げ
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
」

管
内
に
３
カ
所
あ
る
有
機
支
援
セ
ン

タ
ー
の
一
つ
、「
有
機
支
援
セ
ン
タ
ー

合
志
」
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
畑
に
直
接
散
布
す
る
通
常
堆

肥
と
、
家
庭
菜
園
用
の
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥

を
生
産
し
て
い
る
。
散
布
用
の
完
熟
堆

肥
は
思
っ
た
以
上
に
サ
ラ
サ
ラ
で
臭
い

も
な
い
。
袋
詰
め
さ
れ
た
堆
肥
は
、
ほ

ぼ
Ｊ
Ａ
菊
池
の
管
外
で
販
売
さ
れ
る
。

「
昔
か
ら
個
人
で
堆
肥
舎
を
設
け
て
、

管
内
で
堆
肥
を
販
売
す
る
農
家
も
複
数

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
役
割
は
あ
く
ま

で
管
内
農
家
の
支
援
な
の
で
、
当
Ｊ
Ａ

で
つ
く
っ
た
堆
肥
は
管
外
や
県
外
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
」
と
Ｊ
Ａ
菊
池
畜
産
物

畜
産
企
画
課
課
長
の
平
山
大だ
い
ご
う剛
さ
ん
。

こ
う
し
た
現
状
や
有
機
支
援
セ
ン
タ

ー
の
収
容
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
課
題
も

あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
自
体
は
年
間

約
３
０
０
万
円
の
赤
字
だ
。「
そ
れ
で

も
、
地
下
水
な
ど
環
境
へ
の
負
荷
を
減

ら
す
た
め
に
続
け
て
い
ま
す
」
と
平
山

さ
ん
は
言
葉
を
強
め
る
。

飼
料
用
米
の
生
産
で

地
下
水
涵
養
に
も
貢
献

Ｊ
Ａ
菊
池
の
取
り
組
み
は
こ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
涵
養
域
の
飼
料
用
米
を
食

べ
て
育
つ
肉
牛
「
え
こ
め
牛
」
を
年
間

約
７
０
０
頭
出
荷
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
い
る
。
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）

に
え
こ
め
牛
の
生
産
を
ス
タ
ー
ト
し
た

背
景
に
は
、
食
用
米
の
需
要
低
迷
な
ど

も
あ
っ
た
。
え
こ
め
と
は
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
と

「
米
」
を
合
わ
せ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
。

「
飼
料
中
に
約
８
％
米
を
配
合
し
て
い

て
、
出
荷
ま
で
に
牛
１
頭
あ
た
り
約
３

０
０
㎏
の
米
を
食
べ
る
計
算
で
す
。
飼

料
用
米
の
生
産
は
地
下
水
保
全
に
も
つ

な
が
り
ま
す
し
、
輸
入
飼
料
の
運
搬
に

伴
っ
て
発
生
す
る
C
O
2

も
削
減
で
き

ま
す
」
と
Ｊ
Ａ
菊
池
で
「
え
こ
め
牛
」
の

販
促
な
ど
を
担
当
す
る
畜
産
部
畜
産
企

画
課
の
中
原
慎
二
郎
さ
ん
は
語
る
。

食
育
に
も
力
を
入
れ
、
地
元
の
学
校

給
食
へ
の
提
供
や
学
生
へ
の
啓
発
、「
え

こ
め
牛
」
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
も
実
施
す
る
。
肉
は
主
に
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
Ｊ
Ａ
菊
池
の
直
売
所

で
売
ら
れ
る
が
、「
え
こ
め
牛
」
を
は
じ

め
と
す
る
地
下
水
を
育
む
農
畜
産
物
は

地
下
水
財
団
が
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
や
仲
介

販
売
を
行
な
っ
て
い
る
。

地
下
水
財
団
の
勝
谷
さ
ん
は
、「
家

畜
排
せ
つ
物
の
問
題
に
つ
い
て
は
熊
本

市
が
２
年
前
に
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
し
、
Ｊ
Ａ
菊
池
で
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
過
剰
施
肥
に
つ
い
て
も
、

土
壌
測
定
の
も
と
で
適
正
量
を
撒
く
よ

う
農
家
に
働
き
か
け
て
い
る
の
で
、
硝

酸
態
窒
素
の
濃
度
も
今
後
少
し
ず
つ
改

善
す
る
の
で
は
」
と
話
す
。

お
お
き
く
土
地
改
良
区
も
Ｊ
Ａ
菊
池

も
、
も
し
も
地
下
水
の
質
の
低
下
に
つ

な
が
る
よ
う
な
行
為
を
行
な
っ
て
い
る

組
合
員
が
い
れ
ば
呼
び
出
し
、
改
善
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

熊
本
が
誇
る
地
下
水
を
次
世
代
に
つ

な
ぐ
た
め
、
枠
を
超
え
た
連
携
は
続
く
。

（
２
０
２
１
年
11
月
30
日
、
12
月
１
日
取
材
）

    

（注6）家畜排せつ物法
野積みや素掘りといった家畜排せつ物の不適切な管理が水質汚染を招く恐れがあ
るため、家畜排せつ物の管理において畜産業者が遵守すべき管理基準を定めた法
律。家畜の飼養頭数に応じて堆肥舎を設けなければならないなどの基準がある。

7畜産農家からふん尿を
受け入れて堆肥化する
JA菊池の「有機支援セン
ター」。2008年4月に設
立した合志市のセンター
は主にペレット状堆肥を
製造 8堆肥をしっかり乾
燥させたあと、高圧縮型の
ペレットマシンに投入して
成型 9成型後のペレット
堆肥。JA菊池では凝固剤
など不要な添加物は一切
使っていない �袋詰めさ
れた堆肥。管外、県外に
出荷される �涵養域の
水田で育てた飼料用米を
エサとする「えこめ牛」

【他団体との連携】

有機支援センター合志所長の大川泰宏さん（右）と、JA菊池畜産部
畜産課の中原慎二郎さん（左）
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豊かな地下水を子どもたちに


